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はじめに

メソポタミアという言葉が，西アジアを流れる 2つの大河，ティグリスJ11とユーアラテスJ11 

の開の地を指すことはよく知られている。しかし，この間河の源流がともにアナトリア(トル

コ)の山岳地帯にあることは，あまり意識されることがないように思われる O ティグリス)11は

タウノレス (Taurus) 山脈の南麓に，ユーフラテス)11 にいたってはタウルス 111JV~ を越えた東アナ

トリアに端を発している。したがって，メソポタミアはその語義どおりに解釈するならば，現

在のイラクやシリアに限定されるものではなく，アナトリアにまで広がりをもっ世界というこ

とになる。

この両河がかつてメソポタミア文明を青んだように，今でもその水がこの地に生きる人々に

とって貴重な資源であることに変わりはない。増大する電力需要に応え，濯淑Ji=J7kを確保する

目的で、ユーフラテス)11に大規模なダムが建設されるようになったのは， 1960年代後半のこと

である。 トルコではケバン (Keban)・ダムを皮切りに次々と大型ダムが建設されていき，悠

然と流れていた大河は人造湖がいくつも連なる姿へと変貌してしまった。そして，ダムが竣工

する度に，数多くの貴重な遺跡や文化財ーも水の底へと沈んでいったのである。こうした大規模

な遺跡破壊の危機を前にして，緊急発掘によって遺跡を救済するプロジェクトも組織されるこ

とになった。その11嵩矢となった「ケパン・プロジェクトj にはトノレコ国内外から多くの調査団

が参加し，その結果東アナトリアにおける考古学的資料は飛躍的に増大することになった。ケ

パン・プE ジェクトが，トルコ考古学史上における重要な画期とされる所以である。その後も，

ユーフラテス)11に大型ダムが建設される度に，このプロジェクトをそデ、/レとして遺跡救済プロ

ジェクトが組織されてきた。遺跡の水没という多大な犠牲を払いながらも，東アナトリアや南

東アナトリアの考古学は緊急誠査をひとつの原動力として進展してきたのである。

20世紀の末にはついにティグリス)11にもダムの建設計画が具体化し，イラクi霊境から 30km

ほどのところにウルス (Ihsu)・夕、、ムが建設されることになった。本稿で報告するサラット・ジ

ャーミー・ヤヌ (SalatCamii Yam)遺跡は，このダムによる水没予定i玄j或に位置する新石器時

代を中心とした遺跡である。この地域が考古学的に注目されるようになったのはかなり古く，

新アッシリア時代のステラが発見されたゆ世紀後半にまで遡るが，その後調査はほとんどお

こなわれてこなかった。現在，この区域では 16もの遺跡において発掘調査が進められており，

特に地理的に近い北イラクやシリアとの文化的関係について解明が進むものと期待されてい
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る。(三宅)

ll.遺跡の位置と概要

南東アナトリアはトルコの山岳地帯とメソポタミアの平原部を結ぶ位置にあり，全体に南に

向けて緩やかに傾斜している。その北縁を画するタウルス山脈の湧水や降水を集めるティグリ

スハ!は，上流では土地の傾斜に従って南へと流れていくが，南東アナトリア最大の都市ディヤ

ノレバクノレ (Diyarbaklr) を過ぎたところで流路を大きく東へと変える(第 1~)。シリア国境と

の関にマルディン (Mardin) 山地が横たわっているためである。この流域では同じようにタウ

ルス山脈南麓に源をもついくつもの支流が，ティグリス)l'へと注ぎ込んでいる。サラット・ジ
ャーミー・ヤヌ遺跡は，こうした支流のひとつであるサラット (Salat)川の左岸に位置してい

る。君15庁が霞かれているピスミル (BismiI)市からは東に約 20km，ティグリス)11との合流地

点までは 3kmほどの位置にある。

第 l~ サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡の位置

1980年代後半にユーフラテス)l'とティグリス)l'にそれぞれ2基のダム建設計画が浮上し
たことを受けーて，アルガーゼ (0.Algaze) を中心にこれらの水没予定区域を対象とした踏査

が実施されることになった (Algazeet a1. 1991)。その結果，合計 373もの遺跡が存在するこ

とが明らかになり，本遺跡もその諮査のj擦に確認されたものである。その後，カルケミッシ

ュ(Carchemish) ・ダムとウノレス・ダムの水没区域を対象に遺跡救済フ。ロジェクトが組織され，

国際的に参加が広く呼びかけられた。私たちの誠査団もその要請に応える形で， 2003年に

本遺跡において地形測量と表面調査をおこない(三宅 2004，Miyake 2005a， 2005b)， 2004年か

らは現地のディヤノレバクル博物館との共向で4次にわたって発掘調査を実施してきた(三宅

2005-2007， Miyake 2006-2008)。
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遺跡推定範図

現代建築物

盗塁盤

密言語

遺跡地形図と発掘区の位置第 2図

(第 2現在本遺跡は現代の集落の只中に位置している遺跡の地形図を見るとわかるように，

その際に土の採取や削平などによって地形は圏)。遺跡の上にはいくつもの家屋が建てられ，

宅地化による遺跡破壊とい大きく改変されてしまった。本遺跡は水没による危機だけでなく，

う二重の危機に瀕していると言うことができる。 1970年代に作製された地図では遺跡はまだ

高さ数mほどのテルを形成していたことが分かつている。現地形から遺跡集落の外にあり，

の範囲を確定するのは図難であるが，表面採集調査の際に確認できた遺物の分布範囲やその後

遺跡の規模は最大でも 2ha程度であったと見積るに実施した試掘調査の結果を総合すると，

(三宅)土器新石器時代の遺跡としては標準的な規模である。こ;fしは，ことができる。

層位と遺構E
 

人為的な堆積層がどの程度残されているのか危倶を遺跡の現状をはじめて確認した際には，

抱かざるを得ないような状況にあったが，表面採集遺物からは南東アナトリアでは貴重な土器

新石器時代の遺跡であることが明らかになり，層序の確認に重点を置いた発掘調査を実施する

そこに地形の傾斜に合わせて 5mx 5m ことにした。幸い宅地化を免れた土地が残されており，

道をを単位とするグリッドを設定した。現存する遺跡の最高点にかかる形で lY区を設定し，

挟んでサラット)11に面した斜面には 1A-IE区と 2A-2C区の計 8つのグリッドを発掘匿として
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1.層位

すでに一部の調査区で到達している自然堆積層のレベノレと現存する遺跡の最高点との比高差

は約 4.5mある。発掘調査では鉄器時代やイスラム時代の土坑も多数検出されたが，その時期

の建物や窟位は確認されていない。付近にその時代の集落が存在しているか，あるいはすでに

削平されてしまったものと患われる。いずれにしろ，現状では地表面藍下から新石器時代の層

が堆積しており， 4.5mほどの厚みをもっと推定される堆積はすべて新石器時代に属すもので

ある。

これまでのところ 12の麗が確認されており，これらは主に出土した土器の様相に基づいて

3つの時期にまとめることができる。すでに一部で地山まで到達していることから，これを古

い時期から)1演に第 l期，第 2期，第 3期とすることとした。いずれも土器新石器時代に年代付

けられ，おそらく継続的に居住が営まれたものと思われる。現存する遺跡の最高点を含む 1Y

区では第 3期と第 2期のj蓄が，道を挟んだ主要発掘i玄では第 2期と第 1期の層が調査され，そ

のうちサラット)11に近し¥1D区と 1E区では自然堆積麗まで到達している。ちなみに，自然堆

積j蓄は石灰岩の風化土壌であると考えられ，淡い赤褐色を皇し白色の石灰粒を多く含んでいる。
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第 3IZI 遺構配置図(部分)
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2.遺構

これまでの調査で検出された新石器時代の遺構は，ピゼ壁からなる矩形の建物，地上式の炉，

半地下式の炉(石蒸焼き炉)，土坑，敷石状遺構である。また，ピゼ壁の建物に伴う形で埋葬

社も確認されている。発掘区の大きさの関係で遺構を検出できなかった第3期はともかくとし

て，第 l期と第2期に関しては，第 1期のj書でのみ確認されている敷石状遺構を除き，集落を

構成する遺構に大きな違いは認められない(第 3図)。独立して配置されるピゼ壁の建物を中

心として，屋外に設けられた地上式の炉と複数の半地下式の炉が基本的な構成単位となってい

る。

(1)ピゼ壁の建物

ピゼとは土壁のことであるが， 日干レンガのように型作りされたものではなく，土を一定の

厚さで何層にも積んでいったものである。壁の側面を見ると，そのような層状の構造を観察す

ることができる。本遺跡では基礎に石が使用されることはなく，地面に直接土壁が構築されて

いる。基本的に長方形のプランを呈し，内部は仕切り壁によっていくつかの部屋に分割されて

いる。

建物がほぼ完全な形で明らかになった 166号遺構は第 l期に帰属するもので，内部が 7つ

の部屋に区画されている(第4図)。中央に L字形をした通路状のスペースがあり，それを挟

み両側にそれぞれ3つの部屋が並ぶ構造となっている。検出された部屋はし¥ずれも小さく，居

住用のスペースとするには十分ではない。特筆すべきは，この建物内から合計-7体の人骨がほ

¥ 
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第 4~ 166号遺構平語圏および出土人骨
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ぼ同じレベノレから検出されたことである。被葬者の詳しい年齢や性別などについては現在分析

が進められているが，いずれも乳児か幼児であることは間違いなく，高IJ葬品は伴っていなかっ

た。ほかにも 2基の建物から閉じように乳児の埋葬が検出されており，屋内に乳児や幼児を埋

葬することは広くおこなわれていたようである。これまで、成人の埋葬がまったく検出されてい

ないこととは，対照的な状況にある。

ピゼ壁の建物に関連して注目されるのが，遺構内からほとんど遺物が出土しないことであ

る。出土したとしても，小さな土器片や石器が僅かに数点みられる程度である。遺構の覆土は

ピゼ、壁を構成している土に近く寺に本来の壁と識別するのが思難な場合さえある。遺構外に

j享く灰層が堆積していることとは対照的である。こうした状況から判断すると，建物が最終的

に廃絶される段階で壁と伺じ土によって，あるいは壁の一部を崩して，建物の内部を意図的に

埋めたものと考えることができる。そして，そ

の燃に乳児や幼児の埋葬も行われたものと思わ

れる。先に触れた 166号遺構からは，例外的に

石斧や骨製のへラなどが出土したが，それらが

いずれも完形品であることから，これらは建物

を埋める際に意図的に置かれたものと考えられ

る。また， 132号遺構からは彩色されたプラス

ター片がある程度まとまって出土したが(第 5

!~)，これも本来建物の壁を装飾していた漆喰

と考えれば問題にはならない。

SCI1i 

第 512D 132号遺構出土彩色プラスター片

ピゼ壁の建物のもうひとつの特徴は3 し、くつかの層にわたってほぼ同じ場所ーに連続して構

築されていることである。中には，まったく同じ:場所にまったく同じプランの建物が建てられ

ている場合もある。そこでは，上下lこ重なり合うような形で建物が続くことになる。こうした

ケースでは，下}奮の建物が意国的に埋められているのは 3 それを土台とし，その上に新たに建

物を構築するためであったと考えることもできる。しかし，構築される場所は|司じであっても，

上層の遺構の向きやプランが異なっている例もあり，その場合でも下層の建物はやはり意図的

に埋められている様子が窺われた。したがって，建物を廃絶する際に内部を埋めるのは，単に

それを基礎として利用するためではなく，何らかの別の意|翠が働いていたものと考えられる。

床下埋葬とは具なった形で埋葬が認められるのも，こうした行為に関係があると思われる。

(2)地上式炉

地上式の炉は，ピゼ壁の建物に比較的近い位置から検出される場合が多い。長軸の長さは

2mほどで，楕円形を呈している(第6図)。後世の土坑によって破壊されてしまったものも含め，

これまで 20基近い例が確認されているが，その規模や構造はお互いによく似ており，かなり

定型化が進んでいると評価することができる。炉の基本的な構築方法は，まず地面を浅く掘り

窪めたところに拳大の礁を敷き，縁辺部にやや大型のj撲を並べる。礁の上に砂利混じりの粘土
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第 6[~[ 地上式炉 (22号遺構)

を貼って床面とし，さらにその周囲を粘土の壁で、臨む。長1MI上の一端には，I~\II 口部が設けられ

るO オーブンのように上部構造を有していたかどうかが焦点となるが，確認されている粘土の

壁は高さ lOcm程度のものである。照図には灰の堆積が顕著に認められたが)J訪れた壁の痕i腕

などは検出されず，現時点では上部構造は伴っていなかったと考えておきたい。 床面の下に磁1j

が敷かれているのは熱を保持するための工夫であり，床面上で燃料，を燃やした後，その余熱を

利用して調理がおこなわれたと考えられる。明確な証拠はないものの，その構造からみてパン

焼きなどの調理に適した施設で、あると言うことができる。

興味深いのは，この地上式の炉が|司じ場所に何度も重ねて構築される例がみられたことであ

る。特に第2期の向一層に帰属する 22号遺構(第 6図)と 64号遺構では，隣接するピゼ壁の

建物が継続して使用されている間に 7基もの炉が|南一地点に構築されていたことが判明してい

る。それぞれの炉は特に大きな損傷を受けていないにもかかわらず，新たな炉がその上に築か

れていた。これは， 1天などの堆積によって周囲の生活面のレベルが徐々に高くなっていったこ

とに対応した措置であったと考えられる。テノレの形成過程を実感することができる事例と言え

るだろうか。

(3)半地下式炉(石蒸焼き炉)

半地下式の炉はこれまで最も多く検出されている遺構であり，すでに 100基近い数が碓認さ

れている。その構造はいたって単純で，地面を円形あるいは椅円形に 10-20cm程度掘りくぼ
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第 7図 半地下式炉 (98号遺構， 168号遺構)
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A' 533.600m 
山一

50c町、

めただけのものである(第 7図)。大きさは直径 30cm程度の小型のものから，長軸が 1mを超

える大型ものものまで存在する。このように形状や規模には違いがみられるものの，炉の壁が

熱を受けて変色していること，中に灰や炭化物がj草く堆積していることは共通している。炭化

物は樹木に由来するものがほとんどで，燃料として使用された薪であったと思われる。さらに，

熱を受けた拳大のJ擦が，炉の内部からまとまって検出される例も少なくない。これらの磯は，

上述した地上式の炉の床下に敷かれていた礁と同質のものであり，熱に強い石質のJ擦を選択し

て用いていたと考えられる。

こうした半地下式の炉は，焼けた礁の熱を利用して誠玉虫をおこなう，ロースティング・ピッ

トあるいは石蒸焼き炉と呼ばれる施設であったと考えることができる。第 1期と第 2期の各j習

において様々なレベノレから検出されているが，特に炉が集中して多数構築されている区域が存

在し(第 3I~) ，そこでは炉開士が切り合っている例も少なからず認められる。したがって，

この遺構は長期にわたって繰り返し使用されたとは考えにくく，頻繁に作り替えられていたも

のと忠われる。

石蒸焼き炉は，本遺跡に先行する先土器新石器時代にもよく知られている遺構であり，大

型で円形の炉が多数まとまって検出されている遺跡も存在する。土器の無い時代に調理施設と

82 



サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡(トノレコ共和国)発掘関査概報:2004-2008年

して重要な役割を果していたものと考えられる。本遺跡で明らかになったように，こうした炉

は土器新石器時代前半までは継続して認められるものの，後半になるとその類例がほとんどみ

られなくなってしまう。ウルス・ダムの水没区域で、も，本遺跡、に後続するハケミ・ウセ (Hakemi

Use)遺跡では，こうした炉はまったく検出されていない。伝統的な鵡理施設であった石蒸焼

き炉がこの時期に消失してしまうことは，調理方法に大きな転換が起こったことを想定させる。

(4)その他

新石器時代の土坑は，第 l期のj富から 2基検出されている。深さはl.5mほどで，底径の方

が口径より広いフラスコ状を呈する。貯蔵用の施設であったと考えることができる。このほか，

遺跡の縁辺部にあたるサラット)11に面した発掘区からは，敷石状の遺構が第 1J訴の層から 4面

ほど確認されている。河原の転機を密に敷き詰めたもので，その中にはフリント製の石器や動

物骨も混じっていた。敷石の面はほぼ水平になっていることから，整地百五としての役割を担っ

ていたものと考えられる。最も残りのよい最下層の敷石状遺構は，多少の起伏をもった自然堆

積層の上高を水平に覆うような形で構築されていた。(三宅)

1V.出土遺物

1.土器

本遺跡で、は地山直Jこからも土器が検出されており，先土器新石器時代にまで遡る層は存在せ

ず，土器新石器時代に居住が開始されたことが明らかになっている。そして，出土した土器の

様相に基づいて，新石器時代の層を大きく 3つの時期に区分できることはすでに述べたとおり

であり，ここでは各時期の土器の内容を概観してみたい。

(1)第 1期の土器

本遺跡最古の土器群は，鉱物粒を混和する磨研土器が主体となる。こうした土器はさらにい

くつかのグルーフ。に細分することができるが，中でも大粒の鉱物粒を大量に混和する磨研土器

の存在が特徴的である。鉱物粒は径 3-4mmのものが中心となっているが，径 7-8mm程度のも

のも少なからず認められる。大量の混和物により，土器自体もかなりの重みをもっている。器

面はていねいに磨研され，一般に平滑である。色調は暗灰色を中心とした暗色系と現褐色か

ら淡赤褐色を中心とする明色系のものが共に認められる。器部に黒斑が認められる例もあるこ

とから，野焼きに近い形で焼成がおこなわれたものと考えられる。一般に焼成は良好であると

言え，完全に酸化され，断面に黒芯が認められない例も多くみられる。器壁は厚手のものが多

く， 15mm前後のものが中心となるが，中には 20mmを超えるものもある。このほか，量的に

は多くないものの，鉱物粒とともにスサが少量混和される土器も，この時期の上層を中心に出

土している。ただし，混和される植物繊維は細かく，量的にもさほど目立つものではない。

器形のヴァリエーションは少なく，どれも明瞭な頚部や屈曲部をもたない単純な器形のも

のである。鉢形(第 8密:ト3) も認められるものの，割合としては深鉢形(第 8図 :4-5，7-9) 

が中心となっている。後者にはコ縁部下に突起状の把手(第 8I:g] :5-6)が付く例があり，数
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は少ないが水平方向に穿孔された把手(第 81~ :4) も出土している。底部は平底であり，厚み

のあるJl同部がほぼ垂直に立ち上がるもの(第 8図 :10司 11)が特徴的である。装飾の施される土

器はほとんどないが， 2008年の調査では彩文土器が数点出土している。

こうした第 l期の土器群に類似する資料は，近年南東アナトリアや北シリアにおいても知

られるようになってきた。それが確認されている範囲は，今のところユーフラテス)11流域から

ハブール(Khabur)) 11流域にかけての地域である。そうした資料の多くは先土器新石器時代の

層の産上から検出されており，土器業li-石器時代の初頭のもの，すなわちこの地域における最古

の土器群で、あることが層位的にも確かめられている。本遺跡では先土器新石器時代の層は確認

されていないものの，それに類似する土器が出土した第 l期は，開様に土器新石器時代の初頭

に年代付けられると思われる。そして，本遺跡での発見により，共通した特徴を有する出現期

の土器が，南東アナトリアのティグリス)11流域にまで分布することが明らかになったことにな

る。

(2)第 2期の土器

第 2期になると，土器の様相に顕著な変化があらわれる。それまでの鉱物の混和される磨研

土器に代わり，スサを混和する土器が主体となっている。大量に混和される粗いスサは器面に
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もその痕跡を明瞭にとどめ，器笛の調整もナデによるものが中心となる。器面の色調は黄褐色

から赤褐色の明色系のものがほとんどで音色系のものはごく鑑かである。断面にはほぼ例外

なく明瞭な黒芯を認めることができるが，これは焼成法の変化というよりも混和物が大きく影

響していると考えられる。ただし，こうした土器の変化は漸移的なものであり，第 1期と第 2

期の簡に断絶があるわけではない。第 2期の下層では，鉱物を混和する磨研土器も少ないなが

ら依然として認められ，スサを混和する土器の中にも器密が磨研されているものが比較的多く

出土しているからで、ある。

土器のJl台土は大きく変化しているものの，器形は依然として単純な形のものが中心となって

いる。浅鉢形(第9図:1-2) や半球形状の鉢形(第 91~ :3づ)などの割合が第 l期より増加し

ていると言えるが，主体となるのは深鉢形(第 9図 :6-12) である。興味深いのは，患部の破

片の中に平面形が矩形あるいは椅円形を呈すものが認められることで，全体の器形を復原でき

るような資料は得られていないが，やや特異な形をした土器も製作されていたことになる。土

器の形がまだ完全には定型化しておらず，試行錯誤が続けられているような印象を与える。突

起状の把手(第 9I~ :7-8， 13-14)や水平方向に穿孔された把手(第 9図 :9) が第 l期から継続

して認、められる一方で，この時期に特徴的な口唇部に三iヨ月形の把手が付加される例(第 9図

15-] 6) もみられるようになる。装飾の施される土器は，これまでのところまったく出土して

いない。

鉱物粒の混和される磨研土器からスサの混和される粗製土器へとしづ変化は，北メソポタミ

アにおいても同様に認められる現象である。土器の出現期と同様，南東アナトリアのティグリ

ス)11流域は，基本的に北メソポタミアと歩みを共にしていたと考えることができる。しかしそ

の一方で，この時期になると一部の土器の要素の中に地域的な差違も徐々に顕在化してくる。

ユーフラテス)11からバリフ (Balikh)) 11流域にかけての地域では，本遺跡では出土していない

口縁 Fにめぐらされる突帯や矯状把手の存在が特徴的で、あるが，これとは逆に本遺跡では一般

的な突起状の把手はほとんど認められない。もっとも，バリフ)11より東の地域でこの時期の土

器の様相を明雄に捉えられる遺跡は，本遺跡以外では北イラクのギニッグ (Ginnig)遺跡でそ

の可能性が指摘されている程度であり (Campbelland Baird 1990)，今後類例の増加が待たれる

ところで、ある。

(3)第3期の土器

第 3期の土器は，スサを混和する粗製土器が引き続き主体となっており，第 2期からの伝

統上にあると評価することができる。それを基盤としつつ，そこに新しい要素が加わるという

のが，第 3其Ijの土器の基本的なあり方である。まず全体的なこととして，土器の出土量が明ら

かに増加する。この時期の層が発掘された範囲はかなり限定されたものであったが，相当量の

土器が得られている。土器が生活の仁|コに深く根を下ろし，その地位を確I~たるものにした時期

と評価することができるだろう。

スサを混和する粗製土器(第 ]0I~) には，単純な器形のものに加え，明確な頚部を有す査
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形(第 1012{] :7-10)，キャリネーション(屈曲部)をもった浅鉢形(第 1012{] :6)や壷形(第

1 0 12{] : 1 0-11 ) ，ハスキング・トレイ(第 1012{]:16ぺ7) といった新たな器形がみられるようにな

る。また，この土器群に貼付文による装飾が施されるようになることも大きな特徴である。粘

土粒を!~占り付けただけの単純なもの(第 10 図 :5 ， 12-13) が中心となるが，中には人物を模し

たもの(第 1012{]:14)や波線状の例(第 10I~) :15) も認められる。

薄手で比較的小型の精製土器群(第 11図)は，第 2期にはまったくみられなかったもので

ある。粒子の細かい精選された粘土が用いられ，細かい鉱物粒が混和されている。中には細か

いスサも混和されるものもみられるが，量的には多くない。器壁は厚さ 5mm前後のものが中

心となる。胎土や器語調整の特徴によっていくつかのクツレーフ。に細分することができるが，大

きくは11音色系(第 1112{] :4-7) と赤色系(第 1112{] : 8-11) に分けることができる。両者とも器

国はていねいに磨研され光沢を放つが，赤色系のものには明瞭にウオツ、ンュの施された例が認

められる。器形は鉢形が中心となっている。また，これまでのところ 3点しか確認されていな

いが，彩文土器も出土している(第 11図:1-3)。胎土は精選された粘土に締かい鉱物粒が混和

されるというもので，精製土器として扱うことができる。器語は軽く磨研されており，その上

に赤色系の艶消し彩文がjj告されている。

こうした第3期の土器群は， ~Iとイラクの遺跡を基に設定された「フ。ロト・ハツスーナ (Proto­

Hωsuna)期Jの土器に近い内容を有していると評価することができる。これまで，その分布は

ノ¥ブール)11流域から北イラクに限定されるとみられてきたが，本遺跡での発見により南東アナ

トリアにまで広がっていたことが明らかになった。フロト・ハッスーナ期は長らく~とメソポタ

ミアの土器新石器時代初頭に位置付けられてきたもので (Schwartzand Weiss 1992， Porada et al. 

1992)，その土器の内容に基づいて出現期から彩文や貼付文などの装飾的要素が認められるこ

とが強訴され， T&iアジアにおける土器の起源をめぐる議論にも大きな影響を及ぼしてきた。し
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かし，本遺跡やノ¥ブーノレ)11流域のセクノレ・アノレ・アヘイマル (Sekeral-Aheimar)遺跡での層

位的事実によって (Nishiakiand Le Miere 2005)，プロト・ハッスーナ期は土器系Ir石器時代の初

頭ではなく，中頃に年代付けられることが確実となった。

(4)まとめ

本遺跡で確認された新石器時代の 3つの時期は，土器新石器時代の初頭から中頃に年代付け

ることができる。地理的には南東アナトリアに位置しているものの，出土した土器の内容は北

メソポタミアとほとんど違いがないと言うことができ，そうした状況は第 l期から第 3期を通

して一貫して認められる。最も重要な成果は， J醤{立的な事実に基づいてブロト・ハッスーナ期

の編年上の位置を明確にできたこと，そしてこの地域における出現期の土器の様相を把握でき

たことである。すで、に述べたように，これまでプロト・ハッスーナ期は土器新石器時代の初頭

に年代付けられ，その土器群の内容がこの地域最古の土器を代表するものと考えられてきた。

出現期から彩文や貼付文によって装飾される土器を多数伴っていたことから，西アジアの土器

は煮沸具としてではなく，別の用途のために出現してきたと解釈されることが多かった。しか

し，新たに最古の土器の様相が明らかになったことで，これまで、の土器の起源をめぐる解釈は 2

大きな見甚しを迫られている。本遺跡、の第 i期の土器からもわかるように 3 最古の土器には装

飾の施された土器はほとんど認められず，器函がていねいに磨研される無文土器が中心となっ

ている。さらに， )J台土には大量の鉱物粒が混和され，突起状の把手の付く深鉢形が多いことも，

これらの土器が煮沸具として十分機能し得ることを示している。伝統的な調理施設で、あった石

蒸焼き炉が土器系~石器時代になって姿を消してしまうのは，この時代にそれに代わる調理施設

あるいは調理具が出現したと考えない限りうまく説明がつかない。今のところ新たに登場した

調理施設は確認されておらず，有力な候補は土器以外には見当たらないようである。西アジア

においても土器は煮沸具として生み出された可能性が高いと考えられる。(三宅)

2.打製石器

打製ー石器は土器とともにもっとも出土量の多い遺物であり，現在までに 10，000点以上の資

料が得られている。その約6割がプリント製で，残りは黒曜石製であるが，最大の特徴はプリ

ント製石器と黒11翠石製石器との問でまったく異なるシェーン・オペラトワーノレが認められるこ

とである。石材獲得，製作，使用，廃棄を通して，両石材の利用のされ方には共通項が見あた

らない。したがってここでは，両石材の利用方法の違いに着目しながら，本遺跡の石器インダ

ストリーを概綴することにする。

(1)石材獲得

ほぼ全てのフリント製石器は，遺跡近くの河原で採取可能なフリントで作られている。利用

されているのは 10cm程度の転機で，全体的に質はさほど良くはないものの，連続した石刃季1]

離にも耐える十分な裂性を備えたフリントも含まれる。これに加え，遠隔地から持ち込まれた

と思われる良質のフリントで作られた石刃も出土しているが，きわめて例外的である。一方
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黒曜石は，遠隔地から運ばれたものであることが確かである。黒曜石製石器 76点の産地分析

の結果 1)および肉眼による色調の観察から，ほぼ全ての黒曜石が約 130km離れたピンギョル

(Bingol)産，あるいは約 150km離れたネムルート・ダー (NemurtDag)産のものと判明している。

ティグリス川上流域では，新石器時代に黒曜石が集落問で頻繁に交易されていたと考えられて

おり，本遺跡の資料もそれを支持する結果となっている。

(2)石刃・剥j片の製作技術

在地産フリントによる石器製作では，不定形石核(第 12園:ト2)を用いた剥片製作のみが

おこなわれた。プリントから石刃を製作した痕跡は皆無である。石核を調整した痕跡はなく，

磯皮がついたままの石核から産接打撃で不定形剥片(第 12図 :7-8)が剥離されている。打面

の調整は見られず，来1]離の失敗によって残される裂痕(第 12図:1-2)が打菌に見られるなど，

かなり場当たり約な剥片剥離が想定される。ほとんどの石核は，小さくなって使い果たされて

しまう前に廃棄されている。このような剥片製作工程は，共に出土している剥片の大きさや形

状p 背面の奈IJ掲lf:痕p 機皮の残り具合からも確かめられる。素IJ片の多くに使用の痕跡が認められ

ることから，不定形景IJ片を手軽に製作し，便宜的な道具として使用するのがフリントを用いた

石器製作の目的であったと考えられる。

これに対し黒曜石では，基本的に石刃のみが作られた。石核のほとんどは砲弾形の石刃石核

(第 12図 :3-4)であり，数点ある素1]片石核も砲弾形の石核が作り替えられたものである。打面

の調整は入念に施されており，定形石刃が連続して剥離されていること，共に出土した石刃に

残っている打面が小さく，石刃先端が「しJの字状に湾曲するものが多いことなどから，押圧

技法によって石刃が剥離されたものと考えられる。打面再生剥片(第 12図 :5))石核底部誠整

黍IJ)守(第 12[玄I:6) )ラテラノレ・プレイド(石核側面と作業面の間から剥離された石刃:第 12

1ヨ:12) も被数出土しており，石刃製作が集落内でおこなわれていたことは確実である。原石

から石核への整形は比較的雑におこなわれ，打面を作り出した後に，不定形最IJ片に続き不定形

石刃(第 12図 :9-]0)が連続して剥離されていく過程で，徐々に石核が砲弾形に整形されてい

ったものと思われる。

プリントと黒11翠石の石器製作に見られる違いは，製作過程の副産物である微締剥片の出土

状況にも反映されている。ウォーター・フローテーション用の土壌サンプルから回収された

5mm 以下の砕片の仁|コでは，黒n翠石に比べフリントの砕片が圧倒的に多い。砕片以外の石器で

は黒曜石は約 40%を占めているにもかかわらず，砕片中ではその割合は 7%にとどまっている。

このことは，黒H翠石の石器の多くが発掘区外で製作され，フリント製石器とは製作の機会と場

所を異にしていた可能性を示している。

(3)トウールの製作と使用

プリントの景1]片には，規則的な二次加工が施されずにそのまま道具として使用されたもの

が多い。不定形剥片の縁辺部の一部が，掻き取りや切断用の刃部として用いられている。刃こ

ぼれが観察される例は珍しくないが，刃部が激しく磨耗している例は少ない。まれに刃部に
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光沢が認められることもある。唯一の定形的なトウールは，肉厚の最1])守を素材に作られたドリ

ノレあるいはピックである(第 12図:14-15)。粗い二次加工によって整形され，一端が尖った棒

状を呈するが，先端はさほど鋭利ではない。ただし，端部にトーション・フラクチャー(回

転による捻れの力による欠損)が見られるものもあり，大型のドリノレとしての利用も想定さ

れる。また，フリント製の球状石器(ハンマーストーン)が， 160点以上出土している(第 12

図:16)。最大径は 40mmから 100mm，重さは 100gから 700gまでとばらつきがある。石器

製作用のハンマーと考えるにはやや硬すぎるうえ，きわめて大量に出土している点も理解し

にくいところで、ある。その用途については今のところ不明とせざるを得ないが，同様の石器が

大量に出土している北イラクのネムリク 9遺跡では狩猟具のボウラであると報告されている

(Mazurowski 1994)。

黒Il翠石のトウーノレのほとんどは石刃の形で使用されており，二次加工によって定形的な石器

へと整形される例は少ない。狽IJ縁刃音1)に急角度のリタッチあるいは使用痕が見られる石刃が特

徴的である(第 12I~ : 17-25)。興味深いのは，刃部の位置に偏ったパターンが見られる点であ

る。片方の側縁に背面(直接)リタッチ，もう一方に腹面リタッチ(すなわち錯向リタッチ)

を施し刃音1)が作られるものが多いが(第 12図:17) ，片方の側縁あるいは両方の側縁に交互リ

タッチ(背面リタッチと腹函リタッチが向一側縁に交互に;)包されるもの)が見られる例も多い。

交互リタッチが施される場合，背面リタッチによる刃部，および腹面リタッチによる刃部がそ

れぞれ両iJtlJ縁を結ぶ対角線上に位置する例がほとんどで，さらに右の側縁の上部と左の側縁の

下部が背面リタッチ，右側縁の下部と左側縁の上部が腹面リタッチとなる例(第 12菌 :20-25)

が圧倒的に多い。同様の例は他の遺跡からも知られている (Schmidt1994)。このような刃部

のパターンは，この石器が場当たり的に使用されたものではなく，刃部の位量が替わるように

規則的に持ち替えられて使用され，決まった動きによる特定の作業に用いられたものであるこ

とを示す。こうしたパターンは黒曜石のトウールにのみ見られ，フリントには見られない。特

筆すべきは，黒曜石では石刃だけでなく不定形剥片にも同様の刃部ノミターンが見られるのに対

し(第 12図 :26)，同じ不定形剥片であってもフリントにはこうした刃部ノミターンが見られな

いことである。石刃と剥片といった素材の形状とは無関係に，黒曜石とフリントが意関的に使

い分けられたようだ。また，これらのトウールは急角度の刃部を持つことから，主にスクレイ

ノミーとして使用されたと考えられるが，スクレイピングには材質的にむしろフリントの方が適

していると考えられるので，両石材の硬さや刃部の鋭利さの違いによってその使い分けが規定

されていたわけでもないようだ。その他の黒曜石製石器としてはサイドヱブ口ウ・プレイドニ

ブレイク(第 12図 :27)，CT石刃(第 12図 :28)，台形主IlJ石器(第 12I翠:29) などがわずかに

みられる程度であり，同時期の遺跡でこれらの石器が豊富に出土していることとは (Nishiaki

1993)，著しい対H告をなしている。

(4)廃棄

明確な廃棄のパターンを示す証拠は少ないが，黒曜石製石核はすべて破壊されてから廃棄
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されていることが特徴的である。完形の黒曜石製石核はみられず，すべて破片で、出土している。

石刃を剥離する作業面上へ打撃が加えられ破壊されているものがほとんどで，石刃景IJ離中のア

クシデントではなく，意図的な破壊であると考えられる。その理由は不明であるが，このよう

な意図的な破壊はプリント製の石核には見られない。

(5)まとめ

サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡の石器インダストリーの性格は，基本的にはi司時代の周

辺地域で見られる石器利用の伝統の中に位置づけられる九フリントと黒曜石の利用方法の

違い，剥片製作を主体としたフリント製石器の利用，砲弾形石核をj刊し¥1こ石刃製作は (Wilke

1996)，この地域の新石器rl寺代に共通して見られる特徴で、ある。ただしその中でも，本遺跡に

おいてプリントと黒曜石の利用方法にまったく重なるところがないことは強調すべき点で、あろ

う。石材の獲得から廃棄に至るまで，同石材は異なる過程を通して利用されたようだが，この

ような使い分けは必ずしも両者の機能的な違いによって制約されていたわけaでもなさそうだ。

フリントの中には石刃製作に十分な質を備えたものがあること，刃部の位麓に特定のパターン

を持つトウールの利用は石材の形状や材質に左右されないはずであることなどを考えると，プ

リントと黒曜石は石器素材としてある程度互換的に利用することができたはずで、ある。それに

もかかわらず，プリントと黒曜石が例外なく使い分けられている背景には，両石材の利用が，

異なるタイプの社会活動あるいは異なるクソレープによる活動として社会的に分かれたものであ

った状況を考えることができるだろう。フリントと黒曜石は単なる石器素材としてではなく，

何らかの社会的な区分に結びついた物質として人々に認識され，それぞれの活動に応じて意図

的に選択され利用されたと考えられる。(前田)

3.小遺物

ここで対象となる遺物は，土製品，石製品，銅製品，骨製品である。なお，石製品には磨

製石器を含んでおり，動物の角を素材とした製品は認められなかった。

(1) j二製品

土製品としては，装身具，有孔土製品，土偶が出土している。装身具は全てビーズである。

管状を呈するビーズ(第 13[2{l :ト3) は，長さ1.3-1.5cm，直径 5mm程度の小型i毘lで，表面の

調整はあまり丁寧ではない。中央がふくらみ両端が細くなるビーズ(第 13図 4-7) は， I却raJ
が椅円形を呈し，表面はよく磨かれている。長さ 3.5cmを越える大型のものがほとんどを占

める。こうした土製のビーズは，ウンム・ダバギーヤ (UmlηDabagiyah)遺跡をはじめとして

ほ11幼 ride1972) ，北メソポタミアの新石器時代遺跡でも知られている。

有孔土製品(第 13図 :8-9) は21点出土しているが， V ¥ずれも土器片を転用したものである。

中には孔がないものや孔が貫通していない未製品もみられる。転用されているのは全て胎土に

スサを多く含む土器であり，第 1期に特徴的な鉱物粒を多く含む土器の転用はみられない。遺

存状態の良好なものを観察すると，土器片を二次加工した際の周縁部の調整は丁寧ではなく，
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研磨したり細かく打ち欠いたりしているものは少ない。形状は一定しておらず，孔が中央にあ

けられていないものも多い。したがって，その用途は紡錘車と考えるよりも，投網漁や編み物

を製作する際の錘として捉えるべきだろう。

土偶として分類した遺物は 947点と，出土数が最も多い。しかし，この中には粘土を指で、つ

まんだだけのものや，楕円形または球状に形を整えただけの土製品も含まれている。実際に何

らかの形象を具体的に模した土偶は 247点で，その内訳は人形土偶 l点，動物形土偶 125点，

動物を簡略化したと思われる土偶 122点である。なお，動物形土偶，あるいは動物を簡略化し

た土偶の破片が多数，不明としたものの中に含まれている。

ヒツジをモチーフにしたと患われる土偶は，小型のもの(第 13図 :10，12-13) と大型のもの

(第 131~:1 1)の 2 種に大見IJできる。動物形土偶の中には，腹部がふくらみ妊娠しているよう

に見えるものも少なくない。 13は1m肢が付いてはいるものの，表現が退化してきている。前

足は簡略化した動物形土偶と向様左右に広がり，後ろ足はかなり短くなっている。頭部は欠損

しているが，これも簡略化されてきていると思われる。 14“17は簡略化されたタイプに一般的

な形態のものである。後ろ足が退化して一本となり，尻尾は消滅したものと忠われる。 図示し

なかったが 2005年の出土例に，ヒツジの形態を保ちながらも，後ろ足がつままれて一体化し

ているものがある。この一体化した後ろ足と雨前足の 3点で支えられる。頭部はいずれも小さ

く表現される。 18-22はさらに簡略化されたもので、ある。 19はは-17に似るが P 頭部が表現さ

れていない。 18は雨前足も一体化してしまったもので、ある。 21-22はさらに簡略化が進み，板

状に延ばされて整形されたものである。引は前足，後ろ足，頭部の月IJはわかる。一方 22は

頭部がみられないものの，前足は別々に作られたものを合わせていることが，欠損状況から観

察できる。 20はどちらが前後であるが判断に苦しむが，欠損部が簡略化された小さな頭部で，

M足が一体化しているとすれば，後ろ足がふたつ別々に表現され，その間のふくらみは尻尾と

いうことになるだろうか。これらの動物形土偶にみられる表現の簡略化は，今のところ出土層

位と対照させてみても時期差であるというような結果は得られていなし ¥0

人物の座像を表した土偶(第 13図 :23) は，頭部および足の先端を欠き，剛腕は表現されて

いない。腹部は突出しており，妊娠した女性を表現したものと思われる。これは， 2004年の

調査で、出土した土器に，装飾として付されていた女性像とも共通するモチーフである。

(2)石製1弘

石製品は，磨製石斧や視棒頭などの手IJ器，磨石や石lJIlなどの穀物加工具，石製容器，紡錘車，

装身具などを含む。これらのうち，搭石や石血を除く代表的なものを呈示する。本遺跡から，

利器としての磨製石器の出土は非常に少ない。磨製石斧(第 14図ト4) は，鉄器時代以降の

土坑や撹乱から出土したものを含めても 10点しか出土していない。視棒頭(第 14図 :8) は，

直径 5.3cmを測るものであるが，ほかにも直径 6.3cmと直径 8.1cmを測る大型品の 2点が出土

している。し吋ぶれも半分程度に害IJれた状態で、出土している。

石製紡錘車(第 14図 :5-7) は，未製品を含めて 20点強出土しているが，ほぼ完形で、出土し

95 



三宅 裕・前田 {I套・白尾誠敏・本郷一美・丹野研一・吉田邦夫

亡コ
にコ

Cコ

ζーーで「ーコ
ζア寸y-ーコ 「)(寸

三二1工二二戸
「 「 口ー

口-O-OO O O O /i ⑤⑬<u>(7Q)。

りl円CP  ③ 17 18 19 20 21 

く互::::> 14 15 16 
14 

ζ二3 。Cコ ο Q 。③ ζ3 g @ にコ 亡@コ ① 32 

① @ @ ⑥ @ ③ ① 

27 28 29 30 31 
22 23 24 26 

O 5cm 25 

第 14図 石製品-銅製品

96 



サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡(トルコ共和国)発掘調査概報 2004-2008 {i三

たものはここに図示した 3点だけで、ある。チャート質の石材ーから作られたものが数点あるもの

の，ほとんどが砂岩質4の石材で作られている。大きさは直径4-4.5cm，}草さ 6mm前後のもの

が中心で，丁寧に形が整えられている。北イラクのテル・シムシャラ (TellShimshara)遺跡、な

どから同様の製品が出土している (Mortensen1970)。

石製容器(第 141Zl:9-13) は小破片を含めて 12点出土しており，良質の石灰岩あるいは大

理石を加工して作られているものが多い。器形としては， llll形(第 141Zl:9-10)，小型の鉢形(第

14医 :11-12)，査形あるいは鉢形(第 14図:13) が認められる。石材の地紋を容器の文様に利

用しているもの(第 14図:11)や赤彩による横線を施したもの(第 14[Zl:10) もみられる。小

型の石製容器は，ブクラス (Bouqras)遺跡やウンム・ダバギーヤ遺跡など (Roodenberg1986， 

Kirkbride 1973) ，北メソポタミアの遺跡から数多く出土している。

石製ビーズにはIIJffiや直径よりも長さが長いもの(第 14IZl : 14-21 )と直径よりも長さが短い

もの(第 141:g1:22-31)の二者がある。前者は全て11音緑色系のチャートのような石材・が使用さ

れている。後者のうち 26は前者と同様の石材であるが，他のものは石材やその色調にバラエ

ティーがある。 14は土製のビーズ(第 13IZl:5，7) と共通する形態で、あるが，ごと製のビーズに

みられる小型の管状のものはない。 15はIIJffiの広い板状の石材に，平行して 2つの穿孔が;j包さ

れている。このほか石製の装身具として垂飾(第 14図 :32) があり，縦長の石を利用して---}j

の端部に穿孔を施している。

(3)銅製iEI

第 141Zl:33は，新石器時代に属すi唯一の銅製i誌である。長さ 3cm，IIJm 3111111程j支にvr-ら延ば

した自然鍋の小板を螺旋状に巻いて，直径 ι8111111のビーズ、に仕上げている。南東アナトリア

のチャヨニュ遺跡では， 先土器新石器i時1時寺代のj層雷から!自き然i銅11洞|向可を素材材牟とした製iJi弘1i;

り (めOz吋do吟ganand Oz詞do吟主an1999引)う本製品とi向司様の技法でで、製作されている。このほか，本遺跡で

は製品としてではないが，マラカイトの小片も 5点出土している。

(何4)ト"骨骨i百ヨ寺，製J 

骨骨，製品には，へラ，錐，装身具などの他に，線刻を施した製品，遊具と考えられる製品など

が出土している O ヘラ(第 15IZl:1-3) は 26点出土しており，全てIJjJ'j奇から作り出されている。

lは先端部が U字形に加工されている。基部は折れて欠損しているが，折れた部分を多少加工

して，そのまま使用したと考えられる。 2は長さ 19.3CI11， IIJffi 2.7 CI11を測るIIJffi広のへラで、ある。

先端部と基部をし吋三れも斜めに切断し，加工している。 3は先端部が U字形に加工され， IIJffi 

2.1CI11，長さ 29.9CI11を測る長いへラである。し 1すえれのへラも表裏面ともよく磨かれている。

錐(第 15IZl :4-7) は骨製品の中でもっとも多く， 42点出土している。 4はJljJ骨のような平

たい板状の部位を利用して，一方を山形に尖らせて先端部を作りだしている。表面を磨いて平

滑にし，その片面に線亥IJによる文様が施されている。基部には鋸歯状の沈線とやや大きな円文

を，先端部には小さな円文が 10偲配されている。このような，装飾の施されたやや特殊な錐

に対して， 5-7のような一般的な錐は， ウシ，シカ， ヒツジなどの中手/1二!こi足骨をmし¥た棒状
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のものである。

線刻の施された動物骨(第 15図 :8-9) は小破片を含め 11点出土しているが， Jl7J骨を利用し

た l点を除き，全てウシ，ブタ， ヒツジなどの肩甲骨が利用されている。し吋ぷれも骨の凸部分

に，平行した亥IJみ|ヨを石刃などで線刻したものである。線刻の間隔は必ずしも一定でなく，ま

た幅広の線刻もあれば線状に亥uまれたものもある。用途については，刻み目を擦って音を出す

楽器であるという見方や， 日本のト骨と共通する部位を用いていることから呪術的なト占に用

いられたという考え方もあるが，検討の余地が残されている。サイコロ様の遊具とされている
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製品(第 15図:1 0) は3点出土しており，いずれもヒツジの距骨を利用している。

装身具は，垂飾とビーズが出土している。垂飾(第 15IZl : 11) は椅円形あるいは縦長の務

鉾形に近い形状で，中心より一方の端部にやや近い箇所に穿孔を施している。全面がよく搭か

れている。ビーズには， 7mm-21mmと長さが短いもの(第行関:12-15) と35mmを越える長

いもの(第 15IZl : 16-2 1 )とがある。短いタイプのうち， 12と15は断面の骨部分が簿く，長

いタイプと向一部位の骨を加工しているが， 13-ははl!J;Iriiiの骨部分が厚く異なる部位を加工し

ている O 長いタイプのうち 18-19と21には，石刃などで切断したi擦の痕跡が残っている。骨

製どーズは長組iい形状のもの(第 15図 :9-14) を中心に 22点iこiコ20点が第 i期のj畜から出土

するという，特徴的な出土のしかたをしている。また，このほか骨製品ではないものの，穿手し

された貝殻も十l支出土している。

(5)まとめ

これらの遺物の出土傾向については現在分析中であるため，まだ大まかな把握しかできてい

ないが，いくつかの点を指摘しておきたい。土器を転用した有干し土製品は，上j富?のスサを多く

混和する土器のみを転用していることは先に指嫡ーした。さらに，土製のビーズ、は上層の出土例

は極めて少なく，下層に多いという傾向が認められる。また同様に，骨製のビーズについても，

ほとんどが下層の第 l期の層から出土している。一方，石製のビーズはすべての時期からまん

べんなく出土しているようで、ある。

こうした遺物が遺i蒋に帰属3して出土することは，石斧や石Jllし踏石が炉の石敷にil去H=Jされ

ている場合や土坑の覆土に混入している例を除くと，非常に少ないといわざるを得ない。その

中で， 7体の埋葬が検出された 166号遺構では，例外的にこi二製ピーズ2点(第 13図 :2)，iirilll各

化された動物形土偶片 1点，蔽石，磨製石斧(第 14図:1 ) ，がj錘Ili(第 141玄I:6) といった石

製品，錐，へラ(第 151Zl:3)，ビーズ(策 15図:18) など、の骨製品が出土している。個々の

理葬に伴うものではないが，建物も含め埋葬全体への高IJ葬品として位置づけることができるか

どうか検討する必要があろう。また， 2008年度の調査では，土偶や骨製ビーズなどが， 166号

遺構周辺の特定の箇所に集中して出土するような傾向がみられた。製品の種類ごとに製作の揚

が分かれていた可能性も考えられる。これが上層から続く傾向であるのかなど，今後さらに考

察を進めていきたい。(田尾)

4.動物遺存体

2004-2006年の調査において 10，000点余りの動物骨が出土している O ここでは，新石器時

代の層から出土した約 7，000点の動物遺存体を対象とした伺定分析結果を報告するヘ

(1)出土動物種の構成

第 i表に 2004-2006年の調査で出土した動物遺存体の同定結果を示した。ブタ/イノシシ

が最も多く，同定された破片数の約 40-60%を占めている。ヒツジ，ヤギ， ウシを加えた 4種

の合計は，約 80%に達する。後述するように，その大部分は家畜個体であり，本遺跡で、は第
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l期からすでにブタ，ヤギ，ヒツジ，ウシの4種の家畜飼育に依存していたことが明らかである。

その他の家畜としては，ウマ科の骨が 6点，イヌの骨が 2点出土している。ウマ科の骨のうち，

2005年出土の i点はオネガーの可能性があるが，他の 2点はロパとみられ，鉄器時代以降の

土坑から混入したものと思われる。

野生日南乳類ではアカシカが比較的多く，ほかに少数のガゼ、ル，ノロジカ，キツネ， ウサギ，

イタチ，モグラが出土している。 2005年出土の鳥類の中には，シチメンチョウとニワトリが 9

点含まれているが，これも鉄器時代以降の土坑から混入したものであろう。このほか，は虫類(主

にリクガメ)，両生類(カエノレ)，魚類(コイ科とナマズ科の淡水魚)， I苧殻類(カニ)，淡水性

の二枚員が出土している。

第 16図に 2004年と 2005年の出土資料に基づいた動物種構成の時期的変化を示した。第 l

期と第 2期ではブタ・イノシシの骨が同定された破片数の 50%近くを占めているが，第 3期

になると 30%強に減少する。これに対し，ヤギ・ヒツジの割合は時期を追って増加している。

第 l表 来Ir石器時代出土動物骨の同定結果(新石器時代一括)

2004 2005 2006 新石器時代廃合計

破片数 号も 破片数 号も E皮片数 号も 破片数 与も

ブタ (SIISscrりa) 102 57.6 452 38.9 290 43.0 844 41. 9 

とツジ (Ovissp. ) 5 2.8 48 4.1 24 3.6 77 3.8 

ヤギ (Capra sp. ) 2 1.1 27 2.3 13 1.9 42 2.1 

とツジまたはヤギ (0νis/C勾?ra) 13 7.3 211 18.2 122 18.1 346 17.2 

ウシ (Bos.¥iJ.) 23 13.0 242 20.8 76 11.3 341 16.9 

ガゼル(Gaze//a subgll/{lIl'Oza ) O 0.0 4 0.3 O 0.0 4 0.2 

アカシカ(Cervus efaphus ) O 0.0 24 2.1 10 1.5 34 1.7 

ノロジカ (};apreolu:;_capreflllls，) O 0.0 0.1 O 0.0 0.0 

ウマ科 (eqllidae) O 0.0 2 0.2 0.1 3 0.1 

イヌ ( Can九戸miliaris) O 0.0 0.1 O 0.0 0.0 

キツネ(Vlllpesν1ゆω) O 0.0 3 0.3 0.1 4 0.2 

ノウサギ(Lepus capensis ) 0.6 4 0.3 3 0.4 8 0.4 

その他鴫乳類 O 0.0 3 0.3 O 0.0 3 0.1 

魚類 0.6 11 0.9 2 0.3 14 0.7 

魚類、早穀類 0.6 6 0.5 36 5.3 43 2.1 

貝類 29 16.4 117 10.1 88 13.0 234 11.6 

その他小動物(は虫類、高生類など) O 0.0 6 0.5 9 1.3 15 0.7 

同定された破片数合計 177 1162 675 2014 

新石器蕗出土総破片数(未同定破片を含む) 465 3190 2332 5987 

出土総破片数 2950 3941 2511 9402 

50 

10 

40 

30 
ヰも

20 

ブタ/イノシシ ウシ ヤギ/ヒツジ その他の補乳類 魚類 は虫類 員類 その他

第 161~ 新石器時代出土動物骨の手重構成
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ウシは第 l期ではヤギ・ヒツジよりも多く，約 25%を占めているが，第 2期以降になるとヤ

ギ・ヒツジの方が多くなる。一般に南東アナトリアの遺跡では， PPNB後期までにヤギ・ヒツ

ジ飼育への依存度が高まり， 1.:1=1土骨の 60%以上をこの 2種の家畜が占めるようになる (Hongo

et aI. 2005)。本遺跡に後続する時期に居住されたハケミ・ウセ遺跡においても，ヤギ・ヒツジ

が多数を占めている(本郷未発表データ)。土器新石器時代の遺跡で、ありながらブタ・イノシ

シが多いサラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡の状況は，この地域の新石器時代遺跡の中では特異

で、あると言える。

(2)ブタ/イノシシ，ヤギ，ヒツジ，ウシのサイズ

家畜個体の骨は，野生{I自体のものよりも小型で、あることがわかっている。ブタ/イノシシ，

ヤギ，ヒツジ，ウシの出土骨が家畜のものかどうかを調べるため，四肢骨のサイズを対数サ

イズ・インデックス法 (Meadow1983， Uerpmann 1979) 4) を用いて比較した。まず，第 171~1

に各時期のブタ/イノシシのサイズ分布を示した 5)。第 2期では野生イノシシと思われる大型

個体が少数混在しているが，大半は LSI値 O以下でほぼ正規分布を示している。第 QVjからイ

ノシシ属の大部分を家畜ブタが占めていたことがわかる。第 181~は，第 1 J寺]から第 3却iまで

のウシのサイズ分布を示したものである 6)。同じ南東アナトリアに位置するチャヨヌ遺跡の場

25a 25 
!第 1JOl (n= 18) 

20 20 

町パ 15 %1に

10 10 

5 

O i 醤圏盤歯菌趨踊爾臨調関観隠語臨盟国留 。
0.1 ー0.05 O 0.05 0.1 -0.05 A 。

A 
LSI LSI 

25 25 

2第 2期 (n=30) 車車 2立S2 Wl (n=12) 
20 20 

% 15 70 15 

10 10 

一0.1 -0.05 O 0.05 
O 0.1 0.05 

A 
O 0.05 

A 
LSI LSI 

25i 25 

3第 3Wi (n=21) m 臨 冨 3第 3Wl (n=9) 
20 20 

%15 % 15 

10 10 

O 
-0.1 -0.05 0.05 0.1 0.05 O 0.05 

A 
A 

LSI LSI 

第 17図 ブタ/イノシシのサイズ 第 181z1 ウシのサイズ
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合，先土器業rr石器時代A期の層から出土したオーロックスの LSI値は -0.06-0.05の範囲にあり，

野生オスの LSI値分布のピークは 0.02-0.03，野生メスはー0.03--0.01にあると推定される(本

郷投稿中データ)。オスの家畜ウシのサイズはメスの野生ウシとかなりオーバーラップすると

考えられるが，本遺跡の第 i期の層から出土した LSI値 0.02以上のものは野生とみてよいだ

ろう(第 18図:1)。このことから，第 l期と第 2期にはオーロックスの狩猟もわずかに行われ

ていたことがわかる(第 18[~ :2)。第 3期には少なくとも大型の野生オスは出土しておらず，

野生メスが混在している可能性はあるものの，ほぼすべて家畜と考えてよいだろう(第 18図

:3)。ヒツジとヤギは資料数が少ないため，第 l期から第 3期までの LSI値をまとめて示したヘ

ヒツジは大部分が LSI値 -0.08から 0.02の!習に分布しており(第 19図:1) ，いずれの時期にも

家畜ヒツジが大半を占めていたと推定される。この範[t0からはずれる大型の個体は野生ヒツジ

であると思われ，第 l期と第2其fjから少数出土している。ヤギもほとんどは家畜であるが(第

19図 :2)，野生と思われる大型の{I遺体も第 1期と第 3期からそれぞれ l点ずつ出土している。

(3)ブタ，ヤギ，ヒツジ，ウシの死亡年齢

ブタ，ヤギ，ヒツジ，ウシの死亡年齢を四H支骨の骨端の癒合状態に基づいて推定した。 1m

肢骨の各部位を，成長に伴って骨端が骨化し癒合する時期により，年齢グループに分類した

(Hongo and Meadow 1998: Table 2， Oksuz 2000: Table 2)。例えばイノシシでは「幼獣j期に癒合

する部位は肩甲骨遠位端，寛骨臼，上!腕骨遠位端，携骨近位端，仁iコ節骨近位端である。これ

らの部位の骨端は生後 12ヶ月頃に癒合するため，出土骨の骨焔が癒合していればそれ以上生

存した個体の骨と考えることができる。ただし，各年齢段階の月齢は，現生のヨーロッパの家

35 

30 

25 

20 
% 門書門鶴 屋「門 iヒツジ
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10 

5 

0.05 O 0.05 nu 
0.14 

LSI 

50 

10 

-0.05 O 

LSI 

第 19図 ヒツジとヤギのサイズ
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本遺跡においては，第 1!訴から出土したブ 20 

タ/イノシシは幼獣期および若獣期における o 

生存率が比較的高いが，成獣期までに生存率

が急落している(第 20図:1) 8)。第 l期では 100

2才以上 3才未満の{I遺体が集中的に利用され 80 

ていたことがわかる。成獣期の生存率は時期lJO 
が下るほど上昇する傾向にある。次に，ウシ 40 

の死亡年齢構成を第 201~:2 に示した。第 2 20 

期と第 3期の資料には「幼獣j 期に癒合する O 

骨格部位が含まれていなかったため，この年

齢段階での生存率は不明である。第 l期では 100 

f若獣 Ij期の生存率は比較的低いが，第2期 80 

と第3期ではこの年齢段階の生存率が高くな %60 

っている。第2期では，次の「若獣 IIj期に 40 

生存率が急落しており才半~3 才の {INI 体 20 

を主に利用していたとみられる。第3期では o

「若獣IIj期以降の 42'"'-'48ヶ月の個体が集

仁|コ的に利用されていたと考えられる。このよ

うに，時期が Fるほど利用されるウシの年齢

が高くなる傾向がみられ，第2期と第3期では4才を越えて生存したものはほとんどみられな

畜や野生イノシシに基づいたデータであるた 100 

め，新石器時代の家畜にはそのまま適用でき 80 

ない可能性もあり，あくまでも目安にすぎな Jo 
し¥。 40

。
、、.1U
 

1.ブタ/イノシシ

幼時I
(0.12ヶm

主主献 成郎;
(3G.42ヶJJ)(24.3Gケ)J)

h、ζ

、、、
、、

MlllX 't.'i獣 i 若鰍 II 成以
(6.12ケ}J) (12.18うJJ) (2.H2ケJJ) (-12.48ケ}j)

3.ヤギ・ヒツジ

幼時 m~k ! 活欧戎似
(6.12ヶ}!) (12.30ぅ}J) (30.36今J1) (3(j.42う}J)

第 20図死亡年齢構成

ヤギとヒツジは種まで同定できた資料数が少なかったため，両者をヤギまたはヒツジとし

て一括し，その死亡年齢構成を示した(第 20図 :3)0 r若獣lJ期の生存率が実際よりも高く

なる傾向が生じているのは， )j歪骨，仁!こi手骨， l=jコ足骨の遠{立端など，癒合していると保存されや

すい部位が含まれているためである。「幼獣J期の生存率は第 l期で高く，時期が下るほど低

くなっている。一方， r若獣IIj期と「成獣j期の生存率は，時期が下るにつれ i二昇している。

特に第 3期では，約 40%が成獣段階を超えて生存しており，内以外の毛やミノレクなどの利用

が重要となっていた可能性がある。

(4)まとめ

本遺跡の新石器時代層から出土した動物遺存体は，第 l期から第 3~Jj までほとんどが家畜

103 



三宅 裕・前田 修・田尾誠敏・本郷一美・丹野研一・吉田邦夫

の骨で占められており，居住が開始された当初からすでにブタ，ヤギ，ヒツジ， ウシの4種の

家畜の飼育が経済的に重要であったことが明らかになった。なかでも家畜ブタが，同定された

破片数の約 40-60%を占めていることが大きな特徴である。一般に南東アナトリアでは，先土

器新石器時代末までにヒツジとヤギの飼育に依存を強めていくようになるが，本遺跡における

動物利用の状況は，他の遺跡とは異なっていたようである。もっとも，ヤギとヒツジは第 l期

から第3期にかけて増加する傾向にあり，本遺跡でもヤギとヒツジの重要度が増していたこと

がわかる。

4種の家畜の死亡年齢構成は，第 2期と第 3期では各年齢段階の生存率の推移が似ているが，

第 1期はやや異なった生存曲線を示す。第 i期ではブタおよびヤギ，ヒツジは「若獣J段階以後，

j戎獣に達するまでの間に利用が集中している。第 3期になるとヤギ，ヒツジの「成獣J段階の

生存率が高くなり，この時期に毛やミルクなどの利用が重要になってきたと考えられる。ただ

し，ブタにおいても第2期と第3期で、成獣に達する割合が上昇する傾向がある。今後の発掘で、

資料数を増やし，ヤギとヒツジの死亡年齢をそれぞれ別に検討する必要がある。ウシは，第 l

J坊では若い年齢で殺される俗体が多く，第2~:tIL 第 3 期においても成獣に達する個体はほとん

どないことから，肉の利用を自的に飼育されたと考えられる。

本遺跡における動物利用は，第 1期と第 3期とで、は動物種の割合や4種の家畜の死亡年齢

構成がかなり具なっており，第 2期は移行的な時期と言える。とくに重要な変化は，第 3期に

おいて野生11自体の狩猟が激減していること，ブタが減少しヤギとヒツジが増加していることで

ある。死亡年齢構成の変化は第 2期にすでに認められ，特にヤギとヒツジにおける成獣段階の

生存率の上昇は，いわゆる二次産品の重要性が増したことを示唆する。今後， 2006年および

2008年の出土資料を加えることにより，今回の分析で示唆された変化の傾向と時期がより明

確に捉えられるようになるものと期待される。(本郷)

5.植物遺存体

2006年と 20081~三の調査の際に土壌サンフ。ノレを採取し， ウォーター・フローテーション(水

洗濯別)法により炭化物を回収した。分析は現在も進行中であるが，そのうち 2006年に採取

された 8サンフ。ノレの炭化物について，少量ずつ(それぞれ 5-37mlで合計 100m!) 実体顕微鏡

下で観察し，含まれる植物の種類を調べた結果を報告する。

第2表に示したように，圧倒的に多いのはコムギの種子(片)と穂軸(片)であり，すべて

のサンフ。ノレに含まれていた。とくに穂車rlJは，炭化物 1mlあたりに換算した数が 3.6~ 114.6点

というように，サンブ。ルによって出現頻度に大きな違いがみられた(第 211:g])。穂軸は税穀行

為に付随する遺存体であることから，その偏りは当時の空間利用を反映している可能性もある。

コムギの種類はエンマーコムギがほとんどで、あるが，アインコノレンコムギも大粒のものはエン

マーコムギと形態が酷似することから，これが少数含まれている可能性もある。次に多い植物

はオオムギであったが，コムギにくらべるとその数はおよそ 1110ほどである。種子のほうが
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多かったが，穂ili!llもみられた。コムギとオオムギは脱穀時につけられた穂南lJの傷痕に基づいて

栽培型・野生型の判別が可能であるが，本資料の場合ではコムギについては数は多いものの損

傷がはげしく，オオムギについては数が少ないため更なる調査を要する。

第 2表 出土植物i司定結果

573 227 416 キ20036 18 キ200313 

Icf 

15 

1 cf 1 cr 

1 cf 

2 cf 

17 12 18 cf 

* cfと記しているものは不明瞭な遺存体であり、今後数に変更がでる可能性がある

試料110.6: 2.1¥区 12、51r.86，5ml

試料110.15・2.1¥区 25，511'.109，5凶
試料110.14:2C区67，51r.143， 10ml 

試料110.3: 2.1¥区20，5lr.l 06， 37ml 

試料110.24・2.1¥区60，51r.146， 5ml 

試料110.28:IY区6，511'.64、18ml

試料 110.7，18:2.1¥区23，slr.l08， 15ml 

試料nO.16 : 2.1¥区63，slr.l47， 5ml 
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106号遺構(6.1) 108号遺構(27.7)

146号遺構(7.2)

A 1 F'¥;.....¥γ ~鵠鱗磯野!下 147号遺構 (3.6)

マメ類ではレンズマメ Lens

sp・3 レンリソウ Lathyrus属(お

そらくガラスマメ)がみられた。

その他の有用植物としては，ピ

スタチオPistaciasp.の殻片と

B 

C 

号遺構(114.6) アマ Linumsp. )，高種子があげら

109号遺構(103.2) れる。また用途は不明で、あるが，

北レヴァントの PPNA~ PPNB 

143号遺構(26.8)

期に多く出土する Ziziphora属

(シソ科)とハネガヤ Stipa属(イ

ネ科)の種子も若干含まれてい

た。

いわゆる雑草としては，スズ

メノチャヒキ Bromus属(イネ

科)，ウマゴヤシ Medicago属(マ

メ科)，モウズイカ Verbascum

j高(ゴ、マノハグサ科)，キク科，

第21IZl 検出された穂車Ih片の数(試料 1ml当たり)
ヤエムグラ Galium属(アカネ

科)，ナデシコ科，アオイ科の

種子がみられた。これらは住居周辺あるいは畑の随伴雑草であった可能性と，燃料として使用

された動物の糞に含まれていた可能性の両方が考えられるが，現時点では後者だと積極的に主

張できるほど大量に出土しているわけではない。

炭化材についても 9点ほど観察を行った。炭化材の樹種を誠査することによって，当時燃

料に使われたであろう遺跡照閣の樹種，つまり植生を復元することができる。同定された炭

化材は， トネリコ Fraxinussp. (7点)，ポプラ/ヤナギPopulussp. or Sa!ix sp. (1点)，アシ

Fl刀'gmitessp. (I 点)であった。これらはすべて河川沿いによく生育する植物種であることから，

当時も今と変わらず遺跡付近を)11が流れ，河川林に依存した生活を送っていた様子がわかる。

(丹野)

6.放射性炭素年代

これまで本遺跡からは第 i期と第2期を中心に，合計22点の放射性炭素年代が得ーられている。

その多くは炭化木材を試料としたものであるが，エンマーコムギ (TKa-14523，TKa-14524) と

オオムギ (TKa-14522)の炭化種子も 3点含まれている。第3燃については良好な炭化物の試

料を得ることができなかったため，スサを混和する土器を試験的に分析対象としてみた。その

結果は，第 221:iQに示したとおりである。
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OxCal v4.0.5 Bronk Ramsev (2007): r:5 IntCal04 atmospheric curve IReimer et al 2004 

TKa-14517 (Phase 1) 
7770土60uncal BP 

TKa-14518 (Phase 1) 
7760土40uncal BP 

TKa-14520 (Phase 1) 
7710土50uncal BP 

TKa-14519 (Phase 1) 
7705土50uncal BP 

TKa-14516 (Phase 1) 

7690土45uncal BP 

UCIAMS-21273 (Phase 1) 

7425土35uncal BP 

υCIAMS-21276 (Phase 1) 
7420土20uncal BP 

UCIAMS-21274 (Phase 1) 

7395土30uncal BP 

UCIAMS-21275 (Phase 1) 
7325土20uncal BP 

TKa伊14522(Phase 11) 
7720土45uncal BP 

UCIAMS句 21698(Phase 11) 
7690土25uncal BP 

TKa-14524 (Phase 11) 

7655土50uncal BP 

TKa-14521 (Phase 11) 
7650土50uncal BP 

TKa-14523 (Phase 11) 

7640土40uncal BP 

UCIAMS-21257 (Phase 11) 

7630土25uncal βP  

υCIAMS-21256 (Phase 11) 

7525土25uncal BP 

UCIAMS-21258 (Phase 11) 
7470土25uncal BP 

UCIAMS-21270 (Phase 11) 

7445土25uncal BP 

υCIAMS-21259 (Phase 11) 

7425土25uncal BP 

UCIAMS-21260 (Phase 11) 
7380:1こ25uncal BP 

υCIAMS-21271 (Phase 11) 

7355土25uncal BP 

TKa-14533 (Phase 111) 

7715土50unca! BP 

7200 7000 

九時議鍾為弘

一議採

6800 6600 

Calibrated date (caIBC) 
第 2211Zl 放射性炭素年代

6400 6200 6000 
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V まとめ

サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡は，南東アナトリアのティグリス)11流域で発掘された数少な

い土器新石器時代の遺跡で、ある。これまでこの地域では該期の資料が皆無であっただけに，新

たに得られた資料は数多くの新しい知見をもたらしてくれることになった。本遺跡のほかにも，

この地域ではキョルティック・テペ (KOliikTepe) ，スマキ (Sumaki)，ハケミ・ウセの各遺跡に

おいて新石器時代の層が確認され，大まかにではあるが先土器新石器時代から土器新石器時代

までの様相を辿ることができるようになってきた。特に土器新石器時代については，本遺跡と

ノ¥ケミ・ウセ遺跡の調査によって，ハラフ期以前のシークエンスがほぼ切れ目のない形で明ら

かになったことは大きな意義がある。北メソポタミアに隣接する形で存在していた空白地帯が，

ウルス・ダム建設に伴う遺跡救済ブ。ロジェクトによって，ょうやく少しずつ埋められるように

なってきたのである。

これらの調査によって明らかになったのは，この地域と北メソポタミアとの関係、である。本

遺跡で確認された鉱物を混和する磨研土器(第 1期)からスサを混和する粗製土器(第 2期)， rフ。

ロト・ハッスーナJ(第 3期)へという土器の変化は，北メソポタミアでもほぼ同じように辿る

ことができる。単に土器の一部に類似する要素が認められるのではなく，土器群全体が併行す

るように同じ変化を:iiliっているということは，両地域が文化的に密接な関係にあったことを示

している。さらに，そうした状況は土器だけにとどまらず，他の遺物にも見て取ることができる。

打製石器に認められた，排他I~JJ とも言えるフリントと黒曜石の利用法の違い，剥片製作を主体

としたフリントの利用，砲弾形石核をJ~弘、た黒曜石製の石刃製作という特徴も，北メソポタミ

アの遺跡との開で共有されているものである。また，小型の石製容器や土製ビーズなどの小遺

物も:1とメソポタミアの遺跡に類例を見出すことができ，建物を装飾する彩色壁画も両地域に共

通して認められる。したがって，土器新石器時代前半において南東アナトリアのティグリスJ11 

流域は，北メソポタミアと歩みを共にするひとつの文化i惑を形成していたと理解することがで

きる。さらに，本遺跡に後続するハケミ・ウセ遺跡では，北メソポタミアに分布が限定される

と考えられてきたハッスーナ土器やサマッラ土器がある程度の量をもって出土しており (Tekin

2007)，そうした関係は土器新石器時代の後半になっても継続していたようである。南東アナ

トリアは冒頭に述べたように単に語義の上だけでなく，実質的にもメソポタミアとして扱うべ

き地j或であることが明らかになったと言うことができる。

南東アナトリアの新石器時代には，今熱い視線が注がれている。それは，先土器業rr石器時代

においてギョベックリ・テペ (GobekliTepe)遺跡のような巨大祭配遺跡の存在が明らかにな

ったからで、ある (Schmidt2006)。それまでは，新石器化の過程をめぐる議論において「中心j

と位置付けられたレヴ、アント回腕にばかり注目が集まり，南東アナトリアはり奇縁j とみなさ

れ，ほとんど顧みられることがなかった。ヤンガー・ドリアス期の再寒冷化が引き金になった

とみる， レヴァントを舞台とした農耕起源のシナリオは， 1990年代にはまさに一世を風廃し

ていた (Bar-Yosef and Meadow 1995など)。しかし，アナトリアでの調査の進展を受けて，最

108 



サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡(トルコ共和国)発掘調査概報:2004・2008年

近では農耕の起源を南東アナトリアに求める考えも主張されるようになってきている。その是

非についてはまだ多くの検討が必要であると言わなくてはならないが，少なくとも南東アナト

リアがもはや無視することのできない存在となったことだけは間違いない。

さらに，南東アナトリアにおける先土器新石器時代の様相は初期l農耕村落j という言葉

に代表されるような従来の新石器時代観を大きく揺るがすものとなっている。 10haを超える

規模の集落が存在し，神殿とも呼べるような祭配に関係する公共的建築物が認められる i二，祭

最Eセンターらしき存在まで明らかになってきたからである。また， ビーズや石製容器生産lこ代

表される工芸技術の発達，長距離交易による資源の獲得などもこの時代には顕著に認められる。

ウルス・ダムの水没区域で、も，先土器新石器時代 A期の遺跡キョルティック・テべからは，優

美に装飾された石製容器やビーズなどの装飾品が大量に出土し (Ozkayaand San 2007) ，大き

な注目を集めている。こうした人口の集中，複雑な社会組織，専業的なj搬入，長距l韓交易の発

達などは，どれもこれまで都市社会の指標とされてきたものである。ところが，次の土器新石

器時代になると集落規模が明らかに縮小するとともに，公共的建築物も姿を消し，威信財と捉

えられるような遺物も少なくなってしまう。サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡が営まれたのはま

さにこうした時期に当たり，その内容もそれを追認するような結果となっている。高度に複雑

化した先土器系)y石器時代の社会システムが，その後期あるいは末期に崩接してしまったと考え

ることもでき，こうした現象は「新石器時代の崩壊Jと呼ばれている。

しかし，土器新石器時代を単に社会システム崩壊後の混乱期あるいは停滞期と捉えるだけーで

は十分ではないと思われる。これまで西アジアの新石器時代は，チャイノレド (G.Childe) の主

張に従って，農耕牧畜という食糧生産の開始によって定義されてきた。しかし，動植物資料

の実証的研究が進んだことにより，今では農耕牧畜が確立されたのは先土器新石器時代の後半

(PPNB仁|コ期から後期)であったと考えられるようになっている。先土器新石器時代の複雑な

社会を生み出し，それを支えたものが必ずしも農耕牧畜という生業で、はなかったことになり，

むしろ農耕牧畜が確立された段階で「新石器時代の崩壊j が起こっているようにさえみえる。

サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡においても，ヤギ，ヒツジ3 ウシ，ブタが飼育されていたこ

とは確認されており，おそらくムギやマメ類も栽培されていたと考えられる。農*)1:牧畜がむし

ろマイナスに働し¥たようにもみえるこうした現象は，その役割を過度に強調する傾向にあった

これまでの考え方に，厳しく見直しを追っていると言えるだろう。その一方で rJ卦壊j 後の

社会が農~31:牧畜を基盤とするものならば，それはその後ハラフ，ウバイド期を経て都市の形成

へと至る，新たな社会システムの再編期に当たると評価することもできる。チャイノレドが定義

した新石器時代は この時期に始まったと考えるべきなのかもしれない。しかし，そう積極的

に主張するためには，まだ多くの資料を蓄積させていく必要がある。特に，こ示しまで、は先土器

新石器時代の誠査ばかりが先行し，土器柔IT石器時代の研究は大きく立ち遅れているJ惑があった。

その意味でも，サラット・ジャーミー・ヤヌ遺跡をはじめとするこの時代の調査は，大きな意

義を有していると言うことができる。(三宅)
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本遺跡の調査は 3 科学研究費補助金(基盤研究 (B))の交付を受けて実施したものである。

放射性炭素年代演IJ定については，東京大学総合研究博物館の西駄良宏氏にN=J介の労をとってい

ただいた。

註

1)産地問定は沼津高等専門学校の望月明彦氏に依頼し，エネノレギ一分散型蛍光X線分析によって非破壊分

析をおこなった。50点がピンギヨノレAあるいはネムルート・ダー産， 19点がピンギヨノレB産と同定された。

3 点は産地不 1~1，残り 4 点は資料の状態が悪く結果が得られなかった。

2)例えば，ギニッグ (Campbelland Baird 1990)， ウンム・ダパギーヤ (Mortensen1982)，テノレ・サラサー

ト (Nishiaki1995) ，セクル・アル・アヘイマノレ (Nishiakiand Le Miere 2005， Nishiaki 2007) など。

3)出ゴこした動物骨の分析は，イスタンプーノレ大学大学技生(当時)の BanuOksuzと共同でおこなった。

4)現生または遺跡から出土した完形の骨格を f標準個体」とし，出土資料と標準個体の同一部位のサイズ

を比較する方法で， l:lj土資料のサイズは標準個体(グラフ上の 0) より大きいか小さし叶ミで表される。

計j開法は， von den Driesch (1976)によった。

対数サイズ・インデックス LSIは，

LSl= logx -logs (xは出土資料の計測値， sは標準{国体の同一部位の計測植)

の数式で計算される。

5)ブタ/イノシシの標準備体は， トノレコ産の現生メスイノシシ(ハーバード、大学比較動物学博物館所蔵，

襟本番号 51621)。言HWJ値は Hongoand Meadow 1998: Table 5による。

6)ウシの標準個体は，デンマークの中石器H寺代の遺跡出土のメスのオーロックス (Degerboland Fredskild 

1970)。計測{直は Grig古on1989: 81 による。

7)ヒツジの標準個体は，イラン産のメスの野生ヒツジ(シカゴ野外博物館所蔵，標本番号 FMC57951)。

計測値は Uerpmannand Uerpmann 1994: Table 12 による。また，ヤギの標準{[~l体は，ロンドン岳然史博物

館が所蔵するトノレコ南部産のオスとメスの野生ヤギの言十測値の平均姫(標本番号 BMNH653M，

BMNH653L2)。言l-n11j{症は:Uerpmann and Uerpmann 1994: Table 14 ¥こよる。

8)第 20図の各年齢段階の月齢は Silver1969， Bokonyi 1972， Habermehl 1975， Bull and Payne 1982による。
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